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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、BHK-21シリアハムスター細胞株から単離された温度感受性変異体を補完する。この遺伝子は、非許容温度において細胞周期のG1期の進行を阻害する。[RefSeq提供、2008年7月],機能：DNA依存性RNAポリメラーゼは、4つのリボヌクレオシド三リン酸を基質としてDNAからRNAへの転写を触媒する。5S rRNAやtRNAなどの小さなRNAを合成するRNAポリメラーゼIIIの特異的な周辺成分である。,類似性：真核生物のRPC4/POLR3D RNAポリメラーゼサブユニットファミリーに属する。,サブユニット：17個のサブユニットからなるRNAポリメラーゼIII（Pol III）複合体の成分（類似性による）。POLR3E/RPC5と相互作用する。,
	研究分野
	プリン代謝、ピリミジン代謝、RNAポリメラーゼ、細胞質DNA感知経路
	画像データ
	

	RPC4抗体を用いたMCF-7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	RPC4 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

